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1992 年のリオ宣言では、第 4 原則で持続可能性が述べられ、その後の環境運動の目標を表
現する代表的な理念になっていったことでも有名である（第 4 原則：「持続可能な開発を達
成する上で、環境保護は、開発過程の不可分の一部をなすものであり、それから切り離し




































































(Manson, 2002, p. 265 より一部修正) 
 







































(Manson, 2002, p. 270 より一部修正) 
 


















 ところでマンソンによれば、この CP は、パスカルの賭けの議論と類似した構造と難点
をもつ。つまり、極限的な結果の単なる可能性から、特定の行為の実践的な要求を引き出











パスカルの議論によって、神 A は信じるに値しなくなる。すなわち、もし神B が存在して
神 A が存在せず、かつ、もし神 B の代わりに神 A を信じて行動すると無限の代償を払わ
ねばないならば、神 A を信じないことが正当化される。このように、先の議論と同様に、
神 B が存在する可能性がゼロでないと前提すると、神B を信じることが同様に正当化され
















































































































































































































(3) 予防原則の発生および適用の事例の詳細については、次を参照した。(大竹 & 東, 2005) 
(4) 「予防的アプローチ（予防的方策）」は“precautionary approach”に対する日本の環境省および外務省に
よる訳語であり、「予防原則」に比べて多少のニュアンスの違いはあるものの、ここでは取り上げない。類
語とその邦訳については、次を参照。(大竹 & 東, 2005, p.18) 
(5) この首尾一貫性の論点は、以下の 5 節以下で検討する。 
(6) この立場については、例えば次を参照。(Renn, 2009) 
(7) このCP の論点が PP 一般にも当てはまるとする場合、PP の主張はCP の条件で主張されることで意味
をもつということが前提されている。しかし、後に述べるように、CP の条件を弱めても PP を有意味な形
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